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2020 年度事業報告書 

特定非営利活動法人 シーン 

 

Ⅰ事業期間 

2020 年 4月 1 日～2021 年 3 月 31 日 

総会員数 163 人（正会員 65 人・賛助会員 98人） 

 

Ⅱ事業の成果と課題 

  感染拡大し始めた新型コロナウイルスの猛威により社会状況は一変し、対応に追われての幕開

けとなりました。 

 

昨年度末、収入基盤である保育依頼・講師依頼の多くがキャンセルとなり、約 60 万円の収入

減となったことで、赤字からのスタートでした。緊急事態宣言が発出され、ボランティアで賑

わっていた事務所はひっそりとし、粛々と給付金等申請の事務作業に追われる日々。その作業

に手間取りながらも総会は初めてのオンライン開催でした。 

 

対面があたりまえだった依頼講座は、オンライン開催も増えていき、主催講座もオンライン開

催ですることとなりました。オンラインの活用という、初めてのことが経験できた年となりま

した。 

 

昨年度からの検討課題であった「生きがい工房」を活用するための新規事業の立ち上げは出来

ず、居場所と役割づくり「生きがい工房」の家賃支払いやその他必要経費を捻出することが非

常に困難となり、理事会において検討に検討を重ね、11 月末で役目を終えて閉所することに決

定していましたが、コロナ禍の状況が追い打ちとなり 6月末をもって閉所するこことなりまし

た。 

 

企画事業は、緊急事態宣言発出で中止・延期となった講座も多く、会費や事業収益減に直結し

ました。そんな中で、小・中学校への出前授業は依頼者の努力や「みんな活き活きプログラム」

を子どもたちに伝えたい！という確固たる思いから、例年以上に届けることができました。ま

た、昨年度中止となった「とっておきの『絵本』＆中村メイ『アコーディオンライブ』」が 3

月半ばに開催できたことは良かったことの一つでした。 

 

今年度良かったことは、国庫補助金、地方公共団体補助金を取得することが出来たこと、事務

所を維持し活動を続けられたこと、感染者が一人も出なかったことです。 

 

Ⅲ事業の実施状況 

特定非営利活動に係る事業 

［１］自立支援事業 

 

１）サポート部門 

事業の成果と課題 

新型コロナウイルス感染拡大に伴い、企業をはじめ、グループ保育の依頼、一時預かりの依頼

が減少し、収益は約半分となりました。 

 

例年の委託事業「高槻市プレパパ応援事業」（子ども未来部子ども保健課）の依頼・たかつき

イクメン DAY は中止、関係団体での会議もなくなりました。 

 

「とんがらし」事業 

●有償ワーカーによる会員相互支援 

個人会員の依頼によるベビーシッターや家事支援・KIDS ステーションでの一時預かり、保育グ
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ループ会員の依頼による保育サポート、など 

[実施場所] 依頼ユーザー(個人・グループ等)の希望とする場所、内容ごとに対応 

[実施日時] 通年 

[対象者]  「とんがらし」を利用したい個人、グループ、行政、企業 

[依頼実績] 個人利用   依頼件数  672 件/のべ 1005.25 時間 

グループ保育 依頼件数   44 件/ワーカーのべ 88 人/のべ 261.25 時間 

                       子どものべ 114 人 

一時預かり  利用件数  46 件/のべ 174.75 時間 子どものべ 50 人 

 

●「KIDS ステーション」見学  随時  3 件 

 

●ワーカー会議 

[実施場所] SEAN 事務所 不定期/2 時間 

[実施日時] 7/17(金)8 人 ・9/3(木) 6 人・10/15(木)9 人 ・11/5(木) 7 人・2/26(金)7 人    

計 5 回   

 

●ワーカー研修「ＳＤＧs de 地方創生」ゲーム体験会 

[実施場所]   クロスパル高槻 4F 研修会 

[実施日時]  12/17（木）13:00～17:00 

[受講者数]  10 人  

[講  師]  倉田千惠美 

  

●「わらべ歌遊び」  

[実施場所] KIDS ステーション 
[実施日時] 各火曜日 10:30～11:15 

＊6/9・23 7/14・28 8/4 9/1・29 10/27 11/24 12/22 2021 年 1/26 3/23  計 12 回  

[実施日時] 各水曜日 16:0 0～16:45 

＊7/15・29 8/3(月)・26 9/2・16 10/14・28 11/11・25 12/9 1/13・27 2/3・17 3/10・24               

計 17 回  

[実施日時] 各土曜日 10:30～11:15 

＊10/31 3/27  計 2回  

[対象者]  子育て中の親と子 のべ 39 組(45 人) 

[講師]  森幸子 

 

●とんがらしリーフレット作成 

 

 
２）相談部門】 

事業の成果と課題 

ポルノ被害相談事業は、5年目を迎え相談アクセス数は 4件。 

相談内容が DVD 等の削除要請であったので、ぱっぷすへの紹介となり、対応してもらった。 

被害を受けている若者がいることにはかわりなく、次年度に向けてなお一層相談支援や啓発へ

の取り組みを継続したい。 

1・2月には、現状を把握するための講座を開催することができた。講座開催に関する費用は寄

付金から賄えた。 

 

①若年層のポルノ被害相談事業  

  若年層のポルノ被害相談   4 件 

  「SEAN ポルノ被害相談」カード配布 
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啓発講座 「性暴力をめぐる法律と現状」 

[実施場所]  オンライン開催（ZOOM 利用） 

[実施日時]  ① 1/17 (日) 14:00～16:00 参加 18 人  

              ② 2/ 3 (水) 10:00～12:00  参加 18 人 

[対象者]   これまでの講座参加者 関心のある人 

[実施内容]  講師 ①周藤由美子 

          ②金尻カズナ  

②カウンセリング 

 対面カウンセリング   9 件 

 

自立支援事業収入     2,339,752 円 

サポート部門            2,251,785 円 

相談部門                  87,967 円 

自立支援事業費          3,025,686 円 

サポート部門           2,838,622 円 

相談部門                187,064 円 

 

 

［２］啓発事業 ＜依頼による企画・講演・執筆請負・報告冊子等による啓発活動＞ 

１）講師請負部門 

事業の成果と課題 

講師請負部門では、東大阪市などの継続依頼があるものの、コロナ禍、開催できたとしても、

例年の半分の参加人数しか受け入れられないため、啓発するには中々難しいものがあった。オ

ンラインでの依頼もあり、今後は増えていく依頼であると思われる。そんな中では、遠方から

の依頼にも応えやすいので、今後は依頼の地域拡大、請け負う講座内容の拡大、講師の育成な

ども課題としてあげたい。 

 

●依頼講座請負い 

・依頼による企画・講演 

・原稿依頼等   広報ひらかた 10 月号（No.1286 号 2020 年） 

 

２）次世代の子どもへの大人の責任力！ＧＣＲ＠ＳＥＡＮ認定講座 

事業の成果と課題 

「次世代の子どもへの大人の責任力！」GCR@SEAN 認定講座は第 12 期となり、高槻市において

1回だけの開催となった。2回目として企画した 2月の講座はコロナウイルスの蔓延に伴い、

会場を使用することが出来なくなり、次年度への延期となった。今回の修了認定者は 5人で合

計 298 人となった。今後は、トレーナーの育成も視野に入れ、取り組みを広範囲に広げていく

ことを検討していきたい。 

 

[実施内容]   ジェンダーの視点で子どもの人権について考える認定講座 

[対象者]    教職員・保育従事者・相談員・スクールカウンセラー・保護者・子どもに関わ

る全ての大人  認定者 合計 298 人 

[トレーナー]  遠矢家永子 

[実施場所・日時] 

①主催     

於：高槻現代劇場 203 号室  

10/3(土)・4(日) 9:30～16:30（修了認定者 5人） 

 

３）教育部門「G-Free」 

事業の成果と課題 

小学生対象デート DV 予防「みんな活き活きプログラム」出前授業は、小学校では枚方市・吹

田市・明石市、中学校ではデート DV 予防教育として枚方市・能勢町に提供した。京都産業大

学付属中学校には性教育講座を提供した。 
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高校では大阪府立住吉高等学校にも提供できた。 

 

2020 年デート DV 予防教育・スタッフ養成講座 SEAN オリジナル「デート DV 予防教育～未就学

児・小学生・中学生対象～」を 6月に高槻（SEAN 主催・認定者 5人）で開催し、人材育成を行

うと共にプログラムの普及に努めることができた。 

 

●「ジェンダー」に関する子ども対象出前講座(小学校～大学生) 

・別紙参照（2020 年度 SEAN 依頼/講師・執筆実績報告書） 

 

●2020 年スタッフ養成講座 

SEAN オリジナルプログラム 小・中学生対象 

デート DV予防教育ワークスタッフ養成講座 

[実施場所]  「生きがい工房」 

[実施日時]  6/20（土）・21（日）9:30～17:00 

[受講者数]  6 人（内 1人再受講）  

[トレーナー] 遠矢家永子・スタッフ 

 

●体罰によらない子育てって？  オンライン講座 

[実施場所]  「オンライン」 

[実施日時]  7/18（土）14:00～16:00 

[受講者数]  10 人  

[講師]    松田直美 (仮)子どもにやさしいまちづくり八尾 NPO 法人 KALALIN 

 

４）その他の主催講座 

事業の成果と課題 

  下記の講座を企画開催した。今まで出会ってこなかった方たちとの出会いがあり、今後の活動 

  の糧となった。 

  アンガーマネジメント講座は人気があり、多数の申込みがあった。 

 

●一期一会の対談ライブ「真知子の部屋」聞き手：小川真知子 

[実施場所]「生きがい工房」 

[実施日時] 6/28(日) 13:30～16:00 参加 17 人 

第 1 部 対談 ゲスト：遠矢家永子（高槻市市議会議員） 

                  未来をつづけるためにジェンダー平等を横串に 

       第 2 部 ありがとう「生きがい工房」 

           みんなでワイワイ♡写真で見る「生きがい工房」「真知子の部屋」 

       第 3 部 おーくしょん！？ 何でも売ります！「生きがい工房」にあるもの全て     

 

●まいまい楽座 （トーキング LGBT）座長(チューター役) 黒田綾・佐倉智美 

[実施場所] 「生きがい工房」 

[実施日時]  6／27（土）13:30～15:30  参加  7 人  

[実施場所] 「SEANoffice」 

10/ 14（水）18:30～20:30  参加  6 人  

 2/22 (土)13:30～15:30    参加  8 人 

[対象者]   関心のある方   

 

●アンガーマネジメント 

講師／岩谷美佐 

[実施場所] クロスパル高槻 ４F第 4会議室 

[実施日時] 各水曜日 10/7・14・21・28 13:00～15:00   
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10/ 7 怒りの仕組み 参加 4 人 

10/14 怒りのパターンを知る①  参加 5 人 

10/21 怒りのパターンを知る② 参加 7 人 

10/28 怒りの表現と回避 参加 8 人 

 

５）報告書販売 

・やったらできた!!「協働」実践 

・このままでいいの？今時の子育て支援 

・絵本に見る家族と子ども（部分印刷） 

・ＳＥＡねっと！通信  

・人として強くやさしく 

・小学生向け教材 DVD「わたしもボクもみんな活き活き」 

・ジェンダーに気づこう！ 

・一人ひとりの大切なこころとからだ 

・若者の性意識とデート DV 

   

 

啓発事業収入       3,172,897円 

GCR@SEAN 認定講座       60,000 円 

教育部門「G-Free」部門  2,208,000 円  

講師請負          787,600 円 

その他の主催事業            54,600 円 

報告書販売          62,697 円 

啓発事業支出      2,996,373 円 

GCR@SEAN 認定講座      112,366 円 

教育部門「G-Free」部門  2,016,098 円 

講師請負          765,081円 

その他の主催事業           99,598円 

報告書販売          3,230円 

 

 

[３］まちづくり事業 

事業の成果と課題 

  今年度は事業を企画することが出来なかった。 

 

  

まちづくり事業収入        0 円 まちづくり事業支出           0 円 

 

 

[４] 調査・研究事業 

事業の成果と課題 

2018 年に発足した「絵本と≪ジェンダー≫カフェ」。「ジェンダーに」に関して気になる 1 冊、

またはお勧めの 1冊を持参してもらい、2年かけて集めた本は 100 冊を超えた。報告書に掲載

するおススメ絵本を検討し、どのような報告書にしていくのかを議論した。 

  

昨年中止となった、絵本とアコーディオン奏者の中村メイさんとのコラボを企画し、なんとか

開催できたことが良かった。 

 

①絵本と≪ジェンダー≫カフェ 

[運営]     代表／堀切 副代表／中村 

[実施場所] 生きがい工房 （6/25） 7 月以降 SEANoffice 

[実施日時]  各（火）13：30～15：30  計 11 回 のべ 44 人 
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②とっておきの「絵本」＆中村メイ「アコーディオンライブ」(参加者 17人) 

[実施場所] cafe & gallery 登美屋 

[実施日時] 3 月 14 日(日) 13:30～16:00 

[奏者]   中村メイ 

[参加費]  1,600 円 

 

 

調査研究事業収入      53,300 円 調査研究事業支出      95,614円 

 

[５] 目的に関するネットワーク事業 

NPO 法人ニュースタート関西と立ち上げた“仲間”プロジェクト主催で開催していた「生きが

い工房」を利用してのにゃん day ショップは、開催することが出来ず、「生きがい工房」閉所

に伴い解散することとなった。 

「生きがい工房」の活用としては、「まいまい楽座」「真知子の部屋」を開催することができた。 

 

高槻市市民公益活動サポートセンターや高槻市立男女共同参画センター登録団体交流会など

にも所属しているが、中々集まれる機会がない状況が続いた。 

 

１）主催事業 
●その他「生きがい工房」の利用  

＊会場貸し・・・・・貸出件数 5 件 

 

２）第 16回たかつき NPO 協働フェスタ記念誌作成に参加 

    （主催:高槻市・高槻市市民公益活動サポートセンター） 

   高槻市市民公益活動サポートセンター登録団体紹介冊子 

見テミル 来テミル 触れテミル (2021 年 1月発行) 

 

３）高槻市立男女共同参画センター参画      

①男女共同参画週間 記念事業・参画 

映画で見つけよう！わたしが選ぶわたしの人生・映画上映会 

[実施場所] クロスパル高槻 5階 視聴覚室 

[実施日時] 7/5（日）13:30～15:20 

[対象者]  一般市民 

[実施内容] 「娘よ」(2014 年・パキスタン映画)上映会 

 

②高槻市男女共同参センター登録団体交流会 第 8回通常総会出席 

[実施場所] クロスパル高槻 4階 男女共同参画センター 

[実施日時] 6/19（金）18:30～20:00 

[対象者]   交流会メンバー 

[議案]     2019 年度活動報告・交流会会計報告・任期満了による代表及び事務局選出について 

        2020 年度事業計画 

① 6/23 参加  5 人 ② 7/28 参加  5 人 

③ 8/25 参加  4 人 ④ 9/29 参加  5 人 

⑤ 10/27 参加  2 人 ⑥ 11/24 参加  3 人 

⑦ 12/22 参加  5 人 ⑧ 1/26 参加  4 人 

⑨ 2/ 9 参加  4 人 ⑩ 2/24 参加  4 人 

⑪ 3/23 参加  3 人     
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③緊急事態宣言にて中止 

令和元年度 高槻市男女共同参画フォーラム 実行委員会参画  

下記コロナ禍  設立準備会・実行委員会は実施 

[実施場所] クロスパル高槻 8階イベントホール 

[実施日時] 2/21（日）13:30～16:30 

[実施内容] 講演会 

      「フィンランド人はなぜ午後 4時に仕事が終わるのか」 

       堀内 都喜子さん 

 

[企画運営] 令和 2年度「男女共同参画フォーラム」設立準備会・実行委員会 担当：酒井 

 

 

 

 

 

④パネル展・チラシ配架  

[実施場所] クロスパル高槻 4階 男女共同参画センター 

[実施日時] 3/13(土）～3/21(日） 

イクメン・イクジイフォトコンテスト 3/13～21 同時開催協力 

 

［６］その他、事務局の取り組み  

例年受け入れをしている大阪府立阿武野高校 2年 LP フィールドワークもコロナウイルス感染

拡大で中止となった。 

 

●登録 

高槻市人権・男女共同参画センター・高槻市立男女共同参画センター登録団体交流会・ 

青少年センター・高槻市立市民公益活動サポートセンター・（社福） 

大阪ボランティア協会 P登録 

 

ネットワーク事業収入     12,000 円 

生きがい工房の利用     12,000 円 

ネットワーク事業支出    405,541 円 

生きがい工房の利用    405,541 円 

 

その他 

 ＊受取国庫補助金（持続化給付金）         2,000,000 円 

  ＊受取国庫補助金（家賃支援給付金）         205,716 円 

＊受取地方公共団体補助金（高槻市事業者応援給付金） 100,000 円 

  ＊受取地方公共団体補助金（大阪府休業要請外支援金） 500,000 円 

 

[広報] 

● 会報誌「SEA ねっと！」（各 500 部） 

   Vol.52 2020 年  6/17 発行 

Vol.53 2020 年  9/24 発行 

Vol.54 2020 年  1/12 発行 

       

●SEAN オフィシャル HPの随時、情報の更新 

 

 

 

 

① 7/13（月） 18:00～18:50 ② 8/21（金） 18:00～19:20 

③ 9/29（火） 18:00～18:30 ④ 10/13（火） 18:00～19:40 

⑤ 11/24（火） 18:00～18:50 ⑥ 12/22(火) 18:00～19:40 
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●Facebook  

「NPO SEAN support とんがらし」 

「Npo 法人 sean」 

「GCR 認定講座修了認定者」、 

「実践者養成講座修了生」を対象に情報提供発信 

 

●福利厚生代行サービス ウェルボックス 「とんがらし」事業掲載契約続行 

 

 

寄付金収入          475,756円 

 一般寄付金収入          273,756 円 

 使途指定寄付金収入     202,000 円 

 

受取会費収入        681,000円 

受取利子             14円 
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Ⅳ社員総会の開催状況 

 

第 20 回通常総会 

［日時］     2020 年 5 月 30 日(土)   10 時 00 分～11時 40 分 

［場所］    「SEANoffice」高槻市城北町 1丁目 1－14 太田第二ビル 3F 及びオンライン上 

［社員(正会員)総数］  50 人 

［出席者数］   43 人（内訳・本人出席 18人・委任状 25 人） 

［議長］      川口眞知子 

［書記］     今中貴子 中野明子 

［議事録署名人］ 遠矢家永子 

［内容］  

・議案 

１）2019 年度事業報告書承認の件 

２）2019 年度収支計算書・貸借対照表・財産目録及び監査報告承認の件 

３）役員の任期満了による役員選出及び承認の件 

４）その他について 

 

以上の事柄について全員異議無くこれを承認し、すべての案件は承認され、可決された。 

4)その他については提案はなかったが、人件費について質問があり、事務局長が返答した。 

 

・報告事項 

１）2020 年度事業計画について 

２）2020 年度事業活動予算について 

３）その他  

    ・会員・寄付者名簿の訂正について 

   

以上の事柄について事務局より報告された。 
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Ⅴ 2020 年度 理事会その他の役員会の開催状況  

 

第１回 理事会 日時：2020 年  4/29（水）10:00～12:00  （オンライン開催） 

出席 7人 

議案 １）2019 年度事業報告・活動計算報告について。 

   ２）2020 年度事業計画・活動予算書について。 

   ３）「生きがい工房」6月末で契約解除の件について。 

      ４）任期満了に伴う役員(更新・新規)について。 

   ５）総会開催方法について。 

   ６）給付金について。 

 

結果 １）事務局から 2019 年度事業報告と活動計算書（4月 27 日監査承認）の報告があった。 

   ２）事務局から 2019 年度事業報告と活動予算書が提示され、承認された。 

   ３）「生きがい工房」6月末で契約解除することについて承認された。 

   ４）遠矢家永子、岩谷美佐が退任することが承認され、新規理事には、堀久美が推薦された。 

その他の理事・監事は更新することが確認された。 

   ５）WEB 総会を実施することが確認された。 

   ６）経済産業省・持続化給付金に申請することを確認した。 

 

第 2 回 理事会 日時：2020 年 5/11（月）15:00～17:00 

出席 4 人(川口・遠矢・戎・中村) 

議案 １）総会開催方法について。 

   ２）2020 年度事計画について。 

   ３）組織課題について。 

    

結果 １）オンライン開催によるルールの確認。資料等発行は 5月 15 日目標とする。 

   ２）共通理解とし、コロナ禍での開催であるので、注意を確認した。 

３）中期計画等の策定メンバーとう継続審議となった。 

   

第 3 回 理事会 日時：2020 年 7/9（木）15:00～17:15  （一部オンライン） 

出席 6人 

議案 １）理事長（及び副理事長）の選任について。 

  ２）その他事業の報告、現状について。 

    

結果 １）理事長：川口眞知子（及び副理事長：中村彰）が選任される。 

   ２）事務局より詳細が報告された。 

 

第 4 回 理事会 日時：2020 年 9/10（木）15:00～17:40 （一部オンライン） 

出席 6人 

議案 １）事業報告について。 

   ２）下半期の事業計画について。 

   ３）組織課題（組織の目的の再確認と定款の見直し）について。 

    

結果 １）事務局から中止になった事業等の報告。会報発行に関する報告があった。 

   ２）事務局が中心で企画する。が、コロナ禍であることを考慮しながら、とんがらしの 

     研修を中心に企画する。 

３）各事業(部門)のコンセプトまとめて次回理事会でまとめ、共有する。 
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第 5回 理事会 日時：2020 年 11/10（火）15:00～17:10 （オンライン開催） 

出席 5人(1 人欠席) 

議案 １）上半期会計報告について。 

   ２）家賃支援給付金申請について。 

   ３）事業報告について。 

   ４）下半期事業について。 

５）各事業、部門名について(定款第 5条)、再編成・整理することについて。 

   ６）来年度総会日程について。 

７）組織課題について。 

 

結果 １）事務局から上半期の会計報告があった。 

２）家賃支援給付金申請経過の報告があった。 

   ３）事務局から事業報告について報告があった。 

   ４）下半期事業について事務局から報告があった。 

５）まいまい楽座は目的に関するネットワークづくり事業にいれて、ダイバーシティ部門に

することが決定された。 

      ６）原則 オンラインで総会を実施する 日程については次回までに決定する。 

７）①定款見直し作業…内閣府資料に基づき、総会、第 3条（目的）、文言の見直し中 

→ 事務局中心に次回までに提案をする。 

②「中期計画の策定」（2021 年 1月～2025 年 3月 4 年と 3か月の中期計画策定） 

→ HP 改訂の議論を先にすすめる。 

③「広報の強化」…パンフレット、ＨＰの具体的な計画と予算について議論する。 

 

第 6 回 理事会 日時：2021 年 1/28（木）15:00～17:10 （オンライン開催） 

出席 5人(1 人欠席) 

議案 １）下半期事業について。 

   ２）各事業、部門名について(定款第 5条)。 

   ３）各事業、部門のコンセプトについて。 

   ４）来年度総会日程について。 

５）組織課題について。 

６）わらべ歌遊びの会場費につて。 

７）オーク 15（市民団体）からの ZOOM のサポート依頼の件について。 

８）次年度の事務局体制と事業計画について。 

 

結果 １）下半期事業について事務局から詳細な報告があった。 

   ２）各事業、部門名について(定款第 5条)再編成、整理を行った。 

   ３）次回の理事会までに各部門ごとにまとめておく。 

   ４）オンラインで開催する。日程 2021 年 5 月 23 日（日）10-12 時  

５）組織課題について 継続審議となった。 

６）わらべ歌遊びの会場費は免除とする。 

７）オーク 15（市民団体）からの依頼はお断りすることに全員一致。 

８）次年度の事務局体制はメンバーが変更になる旨、事務局より報告があった。 

事業計画について、事務局より案が出された。 

  

第 7 回 理事会 日時：2021 年 3/23（木）15:00～17:10 （オンライン開催） 

出席 5人(1 人欠席) 

議案 １）ミッション・ビジョン・バリューについて。 

２）見込み決算について。 

３）事業計画・予算について。 

４）組織課題について。 
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５) 総会について。 

６) 周年行事について。 

７）確認事項。 

８）次年度の事務局体制について。 

 

結果 １）各部門の報告があった。SEAN 全体については継続審議。 

２）事務局より報告があった。 

３）事務局より報告があった。 

４）定款については、総会の議題にあげることが提示された。 

  中期計画については審議継続、広報強化の一つ、パンフレットに関しては入稿完了の 

  報告があった。 

５) 資料について事務局より報告があった。 

６) コロナ禍、イベント企画は難しいので、会報で 20 周年特集号を組むこととする。 

７）昨年同様、理事はボランティア保険に加入さることが確認された。 

８）次年度の事務局体制について事務局から報告があった。 

 

 

 

 

 


